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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年3月15日(2012.3.15)

【公開番号】特開2010-264303(P2010-264303A)
【公開日】平成22年11月25日(2010.11.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-047
【出願番号】特願2010-191551(P2010-191551)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３０４Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３３４　

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月26日(2012.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　始動条件が成立した後に開始条件が成立したことに基づいて、各々が識別可能な複数種
類の識別情報を可変表示する可変表示手段を備え、前記識別情報の可変表示結果が予め定
められた特定表示結果となった後に、遊技者にとって有利な特定遊技状態に制御する遊技
機であって、
　遊技の進行を制御する遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段からのコマンドに基づいて遊技機における演出動作を制御する演出制
御手段とを備え、
　前記遊技制御手段は、
　前記特定遊技状態に制御するか否かと、前記特定遊技状態が終了した後の遊技状態を前
記特定表示結果となる確率が通常遊技状態よりも高い高確率状態に制御するか否かとを、
可変表示結果が導出表示される以前に決定する事前決定手段と、
　前記事前決定手段による決定に基づいて前記遊技状態を制御する遊技状態制御手段と、
　遊技機への電力供給が停止しても前記事前決定手段による決定内容および前記遊技状態
制御手段による制御内容をバックアップ可能に記憶するバックアップ記憶手段と、
　遊技機への電力供給が停止された後に電力供給が再開されたときに、前記バックアップ
記憶手段の記憶内容に基づいて制御状態の復旧処理を実行する復旧処理手段と、
　前記遊技状態制御手段が制御する遊技状態を特定可能な遊技状態指定コマンドを送信す
るコマンド送信手段とを含み、
　前記演出制御手段は、
　遊技機における演出状態を、前記高確率状態であることに対応した第１演出状態と、前
記高確率状態および前記高確率状態以外の遊技状態のいずれかであることに対応した第２
演出状態とを含む複数種類のうち、いずれの演出状態に制御するかを揮発性記憶手段に記
憶する演出状態記憶処理手段と、
　前記揮発性記憶手段の記憶内容に基づいて遊技機における演出状態を複数種類のいずれ
かに制御する演出状態制御手段と、
　遊技機への電力供給が停止された後に電力供給が再開されたときに、前記遊技状態指定
コマンドを受信するまで復旧中であることを報知する復旧中報知手段とを含み、
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　前記コマンド送信手段は、前記復旧処理手段によって復旧処理が実行された後に、前記
識別情報の可変表示が開始されることに対応して前記遊技状態指定コマンドを送信し、
　前記演出状態制御手段は、前記第１演出状態の制御中に遊技機への電力供給が停止され
た後、電力供給が再開されたことに基づき、前記遊技状態指定コマンドに対応して前記第
２演出状態に制御する、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本願の請求項に係る遊技機は、始動条件（例えばステップＳ
２０２におけるＮｏの判定、および、ステップＳ２０３におけるＮｏの判定、あるいは、
ステップＳ２０２におけるＮｏの判定、および、ステップＳ２０３におけるＹｅｓの判定
など）が成立した後に開始条件（例えばステップＳ２３１におけるＮｏの判定に基づき、
ステップＳ２３２にて「第１」の始動データを読み出したこと、あるいは、ステップＳ２
３１におけるＮｏの判定に基づき、ステップＳ２３２にて「第２」の始動データを読み出
したことなど）が成立したことに基づいて、各々が識別可能な複数種類の識別情報（例え
ば特別図柄や飾り図柄など）を可変表示する可変表示手段（例えば第１特別図柄表示装置
４Ａや第２特別図柄表示装置４Ｂ、画像表示装置５など）を備え、前記識別情報の可変表
示結果が予め定められた特定表示結果（例えば大当り図柄など）となった後に、遊技者に
とって有利な特定遊技状態（例えば大当り遊技状態など）に制御する遊技機（例えばパチ
ンコ遊技機１など）であって、遊技の進行を制御する遊技制御手段（例えば主基板１１に
搭載された遊技制御用マイクロコンピュータ１００のＲＯＭ１０１、ＲＡＭ１０２、ＣＰ
Ｕ１０３など）と、前記遊技制御手段からのコマンドに基づいて遊技機における演出動作
を制御する演出制御手段（例えば演出制御基板１２に搭載された演出制御用ＣＰＵ１２０
、ＲＯＭ１２１、ＲＡＭ１２２、表示制御部１２３など）とを備え、前記遊技制御手段は
、前記特定遊技状態に制御するか否かと、前記特定遊技状態が終了した後の遊技状態を前
記特定表示結果となる確率が通常遊技状態（例えば低確低ベース状態など）よりも高い高
確率状態（例えば高確高ベース状態や高確低ベース状態など）に制御するか否かとを、可
変表示結果が導出表示される以前に決定する事前決定手段（例えばＣＰＵ１０３が、ステ
ップＳ２３８～Ｓ２４５の処理を実行する部分など）と、前記事前決定手段による決定に
基づいて前記遊技状態を制御する遊技状態制御手段（例えばＣＰＵ１０３が、ステップＳ
３０９、Ｓ３２４、Ｓ３２７の処理を実行した後に、ステップＳ２３８、Ｓ２４１、Ｓ２
４３の処理やステップＳ１４１の普通図柄判定処理、ステップＳ１４４の普通電動役物作
動処理を実行する部分など）と、遊技機への電力供給が停止しても前記事前決定手段によ
る決定内容および前記遊技状態制御手段による制御内容をバックアップ可能に記憶するバ
ックアップ記憶手段（例えば遊技制御用マイクロコンピュータ１００のＲＡＭ１０２など
）と、遊技機への電力供給が停止された後に電力供給が再開されたときに、前記バックア
ップ記憶手段の記憶内容に基づいて制御状態の復旧処理を実行する復旧処理手段（例えば
ＣＰＵ１０３が、ステップＳ１０の遊技状態復旧処理を実行する部分など）と、前記遊技
状態制御手段が制御する遊技状態を特定可能な遊技状態指定コマンド（例えば背景指定コ
マンドなど）を送信するコマンド送信手段（例えばＣＰＵ１０３が、ステップＳ５８のコ
マンド制御処理を実行する部分など）とを含み、前記演出制御手段は、遊技機における演
出状態を、前記高確率状態であることに対応した第１演出状態（例えば演出モード＃４な
ど）と、前記高確率状態および前記高確率状態以外の遊技状態のいずれかであることに対
応した第２演出状態（例えば演出モード＃３など）とを含む複数種類のうち、いずれの演
出状態に制御するかを揮発性記憶手段（例えばＲＡＭ１２２など）に記憶する演出状態記
憶処理手段（例えば演出制御用ＣＰＵ１２０が、ステップＳ４２３、Ｓ４２５、Ｓ４３２
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～Ｓ４３４、Ｓ４３９、Ｓ４４７、Ｓ４５３の処理のいずれかを実行する部分など）と、
前記揮発性記憶手段の記憶内容に基づいて遊技機における演出状態を複数種類のいずれか
に制御する演出状態制御手段（例えば演出制御用ＣＰＵ１２０がステップＳ５１７にて、
図４９に示すような演出モード指定バッファの設定に基づき、演出制御パターンテーブル
２３０Ａ～２３０Ｄのうちいずれかの演出制御パターンテーブルに格納された複数種類の
演出制御パターンのいずれかを、使用する演出制御パターンとして決定する部分など）と
、遊技機への電力供給が停止された後に電力供給が再開されたときに、前記遊技状態指定
コマンドを受信するまで復旧中であることを報知する復旧中報知手段とを含み、前記コマ
ンド送信手段は、前記復旧処理手段によって復旧処理が実行された後に、前記識別情報の
可変表示が開始されることに対応して前記遊技状態指定コマンドを送信し（例えばＣＰＵ
１０３が、ステップＳ１０の遊技状態復旧処理を実行した後、ステップＳ２５１での送信
設定やステップＳ２８０での送信設定に基づき、ステップＳ５８のコマンド制御処理にて
背景指定コマンドを送信する部分など）、前記演出状態制御手段は、前記第１演出状態の
制御中に遊技機への電力供給が停止された後、電力供給が再開されたことに基づき、前記
遊技状態指定コマンドに対応して前記第２演出状態に制御する（例えば演出制御用ＣＰＵ
１２０が、ステップＳ４２１におけるＹｅｓの判定、および、ステップＳ４２２における
Ｙｅｓの判定に基づき、ステップＳ４２３の処理を実行することにより、演出状態が第３
の演出モード＃３となる部分など）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　このような構成によれば、遊技機への電力供給が停止された後に電力供給が再開された
ときに、復旧処理手段によってバックアップ記憶手段の記憶内容に基づく復旧処理が実行
された後、識別情報の可変表示が開始されることに対応して、遊技状態制御手段が制御す
る遊技状態を特定可能な遊技状態指定コマンドをコマンド送信手段によって送信する。そ
して、演出状態制御手段は、高確率状態であることに対応した第１演出状態の制御中に電
力供給が停止された後に電力供給が再開されたことに基づき、遊技状態指定コマンドに応
じて高確率状態および高確率状態以外の遊技状態のいずれかであることに対応した第２演
出状態に制御する。このように、高確率状態であることに対応した第１演出状態の制御中
に電力供給が停止されても、電力供給の再開時には高確率状態および高確率状態以外の遊
技状態のいずれかであることに対応した第２演出状態に制御することで、電力供給の停止
により演出状態の記憶が消滅した場合でも、遊技状態と演出状態との食い違いが生じるこ
とを防止して、演出状態を適切に復旧することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　前記可変表示手段として、第１始動条件（例えばステップＳ２０２におけるＮｏの判定
、および、ステップＳ２０３におけるＮｏの判定など）が成立した後に第１開始条件（例
えばステップＳ２３１におけるＮｏの判定に基づき、ステップＳ２３２にて「第１」の始
動データを読み出したことなど）が成立したことに基づいて、各々が識別可能な複数種類
の特別識別情報（例えば特別図柄など）を可変表示する第１特別可変表示手段（例えば第
１特別図柄表示装置４Ａなど）と、前記可変表示手段として、第２始動条件（例えばステ
ップＳ２０２におけるＮｏの判定、および、ステップＳ２０３におけるＹｅｓの判定など
）が成立した後に第２開始条件（例えばステップＳ２３１におけるＮｏの判定に基づき、
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ステップＳ２３２にて「第２」の始動データを読み出したことなど）が成立したことに基
づいて、各々が識別可能な複数種類の特別識別情報を可変表示する第２特別可変表示手段
（例えば第２特別図柄表示装置４Ｂなど）とを備え、前記演出制御手段は、前記特別識別
情報の可変表示に対応して各々が識別可能な複数種類の装飾識別情報（例えば飾り図柄な
ど）の可変表示を行う装飾可変表示手段（例えば画像表示装置５の表示領域における「左
」、「中」、「右」の飾り図柄表示部５Ｌ、５Ｃ、５Ｒなど）を制御する表示制御手段（
例えば演出制御用ＣＰＵ１２０がステップＳ１６０～Ｓ１６３の処理を実行する部分など
）を含み、前記コマンド送信手段は、前記第１開始条件と前記第２開始条件のいずれかが
成立したことに基づいて、前記第１開始条件と前記第２開始条件のいずれが成立したかを
特定可能な可変表示開始指定情報（例えば第１変動開始コマンドや第２変動開始コマンド
など）と、前記装飾識別情報の変動パターンを特定するための変動パターン情報（例えば
変動パターン指定コマンドなど）と、前記事前決定手段による決定結果を特定可能な事前
決定情報（例えば可変表示結果通知コマンドなど）とを送信してもよい（例えばＣＰＵ１
０３が、ステップＳ２８０での送信設定に基づき、ステップＳ５８のコマンド制御処理を
実行する部分など）。
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